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（
木
村
）
ー
キ
ン
ド
ル
バ
ー
ガ
ー
と
ハ
ロ
ッ
ド
を
め
ぐ
っ
て
l
国
際
均
衡
と
国
内
均
衡
国
際
均
衡
と
国
内
均
衡
の
達
成
維
持
を
論
ず
る
に
あ
た
っ
て
、
吾
々
は
ま
ず
国
際
収
支
の
自
動
調
整
作
用
、
即
ち
国
際
均
衡
機
構
の
考
察
よ
り
は
じ
め
る
。
九
い
ま
一
国
の
国
際
収
支
（
経
常
勘
定
差
額
I
自
生
的
純
資
本
移
動
）
が
受
取
超
過
と
な
る
な
ら
ば
、
金
の
流
入
や
、
外
貨
、
形
の
保
有
や
、
輸
出
手
取
金
の
銀
行
預
金
の
増
加
等
に
よ
り
対
外
的
支
払
準
備
が
増
加
す
る
。
即
ち
流
動
性
が
高
ま
る
。
と
こ
ろ
で
こ
れ
ら
は
収
利
性
を
持
つ
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
有
利
な
運
用
を
は
か
る
た
め
に
、
こ
れ
ら
を
、
コ
ー
ル
・
ロ
ー
ン
や
手
形
割
引
に
廻
そ
う
と
す
る
か
ら
コ
ー
ル
市
場
や
割
引
市
場
の
金
融
を
緩
め
、
短
期
金
利
を
押
し
下
げ
て
短
期
資
金
の
運
用
を
不
利
と
す
る
や
、
資
金
は
長
期
資
本
市
場
に
流
れ
長
期
金
利
を
も
引
下
げ
490
国
際
収
支
が
支
払
超
過
で
あ
る
国
で
は
、
こ
れ
と
は
逆
に
、
流
動
性
が
減
少
し
、
金
利
水
準
が
上
昇
す
る
。
国
際
均
衡
と
国
内
均
衡
木
村
滋
為
替
手
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投
資
増
加
の
結
果
、
有
効
需
要
が
生
産
能
力
を
超
え
る
(Yd+!::,Yd>Ys+/::,Ys)
1!.
い
た
れ
ば
如
一
方
、
乗
国
際
均
衡
と
国
内
均
衡
利
子
率
の
か
か
る
変
動
は
資
本
移
動
と
、
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
収
支
の
双
方
に
対
し
て
効
果
を
及
ぼ
す
。
ま
ず
利
子
率
変
動
の
資
本
移
動
に
及
ぼ
す
効
果
を
み
る
な
ら
ば
、
受
取
超
過
国
の
金
利
下
落
、
支
払
超
過
国
の
金
利
上
昇
の
結
果
、
資
本
は
高
い
利
子
率
を
求
め
て
受
取
超
過
国
よ
り
支
払
超
過
国
に
移
動
し
、
国
際
収
支
不
均
衡
是
正
作
用
を
営
む
。
次
に
利
子
率
変
動
が
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
収
支
に
及
ぼ
す
効
果
を
み
る
な
ら
ば
、
受
取
超
過
国
の
利
子
率
下
落
は
、
資
本
の
限
界
効
率
と
の
関
係
に
於
て
、
国
内
投
資
支
出
を
刺
戟
し
、
資
本
財
の
輸
入
増
加
と
、
乗
数
効
果
に
よ
る
所
得
増
加
を
通
じ
て
消
費
財
・
原
料
の
輸
入
増
加
と
な
り
出
超
差
額
を
匡
正
す
る
作
用
を
有
す
る
。
支
払
超
過
国
で
は
こ
の
逆
の
過
程
、
即
ち
利
子
率
上
昇
、
投
資
減
少
、
資
本
財
輸
入
減
少
な
ら
ぴ
に
、
所
得
減
少
に
よ
る
輸
入
減
少
に
よ
っ
て
入
超
差
額
の
匡
正
に
向
う
。
こ
の
過
程
が
所
謂
所
得
メ
カ
ー
ー
ズ
ム
で
あ
る
が
、
国
内
完
全
雇
用
を
仮
定
せ
る
事
情
の
下
で
は
投
資
刺
戟
は
国
内
生
産
手
段
を
獲
得
す
る
競
争
の
激
化
を
通
じ
て
貨
幣
生
産
費
を
高
騰
せ
し
め
、
こ
れ
が
価
格
メ
カ
ー
ー
ズ
ム
に
よ
っ
て
、
輸
出
の
減
少
、
輸
入
増
加
に
み
ち
び
く
で
も
あ
ろ
う
。
な
お
上
記
の
所
得
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
は
、
加
速
度
効
果
が
作
用
過
程
を
累
積
的
と
す
る
。
上
述
の
投
資
増
加
は
所
得
増
加
を
も
た
ら
す
が
、
こ
れ
が
更
に
誘
発
的
投
資
増
加
と
な
っ
て
累
積
過
程
を
辿
る
。
さ
て
、
か
く
の
如
く
、
受
取
超
過
国
の
投
資
刺
戟
は
、
数
効
果
に
よ
っ
て
有
効
需
要
の
増
加
を
も
た
ら
し
、
他
方
、
こ
の
投
資
増
加
は
加
速
度
効
果
に
よ
っ
て
誘
発
さ
れ
た
投
資
と
相
ま
っ
て
資
本
財
生
産
或
は
そ
の
輸
入
に
依
り
一
国
生
産
能
力
の
増
大
を
も
た
ら
す
。
後
者
を
生
産
力
効
果
と
い
う
。
前
者
は
国
民
生
産
物
の
需
要
側
面
で
あ
り
、
後
者
は
そ
の
供
給
側
面
で
あ
る
。
こ
の
需
要
と
供
給
が
一
致
し
な
い
場
合
に
問
題
が
生
ず
る
。
当
初
に
於
て
有
効
需
要
(
Y
S
と
生
産
能
力
(Ys)
が
一
致
し
て
い
た
と
仮
定
し
て
論
を
進
め
て
み
れ
ば
、
（
一
）
、
受
取
超
過
国
で
、
何
。
こ
の
ケ
ー
ス
は
、
有
効
需
要
の
増
加
の
速
さ
に
比
べ
て
、
生
産
能
力
の
増
加
は
、
投
資
財
生
産
の
た
め
の
時
間
的
遅
れ
を
有
す
る
（
木
村
）
四
〇
119 
（
木
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）
を
以
っ
て
、
生
じ
や
す
い
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
さ
て
か
か
る
場
合
に
は
企
業
家
は
設
備
の
不
足
を
見
出
し
、
注
文
を
増
加
す
る
。
こ
れ
は
そ
の
時
の
事
情
に
応
じ
て
二
様
の
効
果
を
有
す
る
。
（イ）、
四
か
か
る
超
過
需
要
、
即
ち
イ
ン
フ
レ
・
ギ
ャ
ッ
プ
が
、
価
格
騰
貴
に
み
ち
び
く
よ
り
も
、
例
え
ば
統
制
価
格
下
に
お
い
て
み
「
履
行
せ
ら
れ
ざ
る
注
文
」
の
形
で
存
在
す
る
場
合
、
注
文
に
対
す
る
引
渡
期
間
が
延
長
せ
ら
れ
る
結
果
、
外
国
の
顧
客
が
疎
却
せ
ら
れ
、
従
っ
て
輸
出
が
減
退
し
、
他
方
国
内
の
顧
客
も
そ
の
必
要
を
み
た
す
た
め
に
外
国
か
ら
の
輸
入
に
仰
ぎ
、
か
く
（
口
）
、
古
典
学
派
の
調
節
機
構
で
あ
る
価
格
騰
貴
に
み
ち
ぴ
く
場
合
。
こ
の
場
合
に
は
、
要
素
報
酬
の
増
加
に
よ
る
貨
幣
所
得
の
増
加
と
価
格
騰
貴
即
ち
、
交
易
条
件
の
改
善
を
通
じ
て
輸
入
増
加
、
輸
出
減
少
を
促
す
。
但
し
こ
の
こ
と
が
可
能
で
あ
る
た
め
に
は
、
為
（
二
）
、
今
度
は
逆
に
、
有
効
需
要
の
増
加
よ
り
も
生
産
能
力
の
増
加
の
方
が
大
で
あ
る
場
合
(Yd+!:;.YdAYs+l::;.Ys)
に
は
、
デ
フ
レ
効
果
を
も
ち
、
失
業
か
、
要
素
報
酬
低
下
に
よ
り
、
貨
幣
所
得
減
少
、
交
易
条
件
悪
化
を
通
じ
て
、
輸
入
減
少
、
輸
出
増
加
を
生
じ
る
。
こ
れ
は
出
超
不
均
衡
を
加
重
す
る
。
（
三
）
、
有
効
需
要
と
生
産
能
力
に
麒
甑
を
生
じ
な
い
湯
合
(Yd+l:::..Yd11Ys+l:::..Ys)
に
は
、
上
記
（
一
）
、
（
二
）
の
作
用
と
は
（
四
）
、
支
払
超
過
国
で
は
投
資
減
少
が
有
効
需
要
減
少
を
生
じ
、
遊
休
設
備
を
生
じ
デ
フ
レ
傾
向
を
も
ち
、
（
二
）
と
同
様
な
過
程
に
よ
っ
て
輸
出
増
加
、
輸
入
減
少
と
な
っ
て
支
払
差
額
匡
正
に
向
う
。
②
 
以
上
は
概
ね
ハ
ロ
ッ
ド
の
国
際
均
衡
機
構
の
シ
ェ
ー
マ
に
生
産
力
効
果
を
導
入
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
当
初
に
於
て
有
効
需
国
際
均
衡
と
国
内
均
衡
関
係
が
な
い
。
替
安
定
条
件
が
充
た
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
。
て
こ
の
こ
と
は
、
価
格
騰
貴
に
劣
ら
ず
出
超
差
額
是
正
機
能
を
営
む
。
ら
れ
る
が
如
き
、
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(2) (1) 
正
策
を
論
ず
る
ハ
ロ
ッ
ド
の
理
論
を
考
察
す
る
。
国
際
均
衡
と
国
内
均
衡
藤
井
茂
訳
「
ハ
ロ
ッ
ド
国
際
経
済
学
」
改
訂
版
第
六
章
。
要
と
生
産
能
力
が
一
致
し
て
い
た
と
い
う
仮
定
に
も
と
づ
く
推
論
で
あ
る
に
す
ぎ
ず
、
両
者
が
一
致
し
て
い
な
い
場
合
の
国
際
不
均
衡
の
問
題
、
或
は
、
（
二
）
と
（
四
）
と
結
合
し
た
ケ
ー
ス
で
の
衝
突
、
更
に
か
か
る
国
際
収
支
の
自
動
的
調
整
作
用
が
機
能
し
う
る
た
め
に
は
、
国
際
間
の
資
本
の
自
由
移
動
、
利
子
率
に
た
い
す
る
投
資
の
弾
力
性
が
大
き
い
と
い
う
条
件
が
充
足
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
の
問
題
を
考
え
る
場
合
、
右
の
自
動
的
作
用
を
信
頼
し
、
棋
手
し
て
現
実
の
不
均
衡
を
傍
観
す
る
訳
に
は
ゆ
く
ま
い
。
し
か
も
国
際
不
均
衡
に
失
業
の
問
題
が
加
わ
っ
て
問
題
の
解
決
を
一
層
厄
介
な
も
の
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
以
下
吾
々
は
、
国
際
不
均
衡
の
原
因
に
ま
で
掘
り
下
げ
て
分
析
せ
る
キ
ン
ド
ル
バ
ー
ガ
ー
の
国
際
不
均
衡
論
及
び
、
貿
易
不
均
衡
と
失
業
の
同
時
的
是
土
屋
六
郎
「
国
際
収
支
の
理
論
」
―
1
0
六
ー
ニ
―
四
頁
参
照
。
R.F•Harrod: 
International 
E
c
o
n
o
m
i
c
s
,
 1
9
5
7
 
C
h
a
p
t
e
r
 VI. 
キ
ン
ド
ル
バ
ー
ガ
ー
は
国
際
経
済
不
均
衡
の
種
類
を
第
一
表
の
如
く
分
類
す
る
。
ま
ず
所
得
不
均
衡
と
は
相
対
価
格
の
著
し
い
変
化
を
伴
わ
ず
し
て
国
民
所
得
が
外
国
の
そ
れ
に
対
し
て
相
対
的
に
変
化
す
る
（
そ
の
逆
も
同
様
）
不
均
衡
で
あ
り
、
構
造
的
変
化
と
は
国
民
所
得
水
準
に
必
ず
し
も
著
し
い
変
化
を
伴
わ
ず
主
と
し
て
相
対
価
格
に
於
て
生
ず
る
変
化
で
あ
る
。
為
替
相
場
の
変
更
又
は
国
内
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
生
じ
た
る
為
替
相
場
の
過
大
・
過
小
評
価
の
ケ
ー
ス
、
及
び
貨
幣
所
得
の
増
加
か
物
価
の
下
落
、
又
は
そ
の
両
方
を
生
ず
べ
き
組
織
的
技
術
変
化
は
中
間
的
範
疇
に
属
す
る
。
併
し
こ
の
区
分
は
恣
意
的
な
も
の
で
、
す
べ
て
の
財
の
所
得
弾
力
性
が
同
じ
で
、
且
つ
供
給
曲
線
が
類
似
し
て
い
な
い
か
ぎ
り
所
得
変
化
は
相
対
価
格
の
変
化
を
生
ず
る
こ
と
な
し
に
は
行
わ
れ
ず
、
又
輸
出
入
価
格
の
変
化
は
輸
出
入
量
の
変
化
を
通
じ
て
所
得
の
変
化
を
も
た
ら
す
如
く
、
総
所
得
水
準
の
変
化
を
伴
わ
ず
に
相
対
価
格
が
（
木
村
）
四
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第一表 国際経済不均衡の種類
(I) 所得不均 0I c]1）謬認贔I(][）価格不均衡
I l ， イソフレージョ 財構造の面的不に均於ける
短期的 （a)循環的不均様 I(c)ソ；不適切な為 (e) 0 
替相場変更
は長期深的く又根 (b)長期趨勢的不均 (d)組識的技術変化 l(f)悶 認 誌 翡
ざしたる 衡
（
木
村
）
を
辿
り
、
四
且
つ
両
国
の
輸
入
需
要
の
所
得
弾
力
性
は
共
に
1
で
あ
る
場
合
に
は
、
不
均
衡
は
存
在
し
な
不
況
の
c
の
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
不
適
切
な
為
替
相
場
に
つ
い
て
は
、
匡
正
策
は
デ
イ
ス
イ
ン
フ
レ
策
即
ち
イ
ン
フ
レ
ギ
ャ
ッ
ブ
を
消
去
し
て
有
効
需
要
を
完
全
一
犀
用
水
準
に
ま
で
引
下
げ
る
方
法
で
あ
る
が
、
賃
金
低
下
の
硬
直
性
の
ゆ
え
に
、
各
国
の
イ
ン
フ
レ
の
相
異
せ
る
割
合
に
為
替
相
場
を
適
応
せ
し
め
⑱
の
循
環
的
不
均
衡
(
C
y
c
l
i
c
a
l
d
i
s
e
q
u
i
l
i
b
r
i
u
m
)
に
つ
い
て
。
こ
れ
は
各
国
の
景
気
循
環
の
型
及
び
輸
入
需
要
の
所
得
弾
力
性
の
相
違
よ
り
生
ず
る
。
は、
A
国
の
貨
幣
国
民
所
得
は
循
環
的
に
変
動
し
、
B
国
の
そ
れ
は
安
定
で
あ
る
。
輸
入
需
要
の
所
得
弾
力
性
は
A
国
で
は
1
で、
B
国
で
は
A
国
と
同
じ
か
、
或
は
同
じ
で
な
く
と
も
所
得
ほ
安
定
で
あ
る
か
ら
輸
入
も
一
定
で
あ
る
。
か
か
る
と
き
、
A
国
は
好
況
の
時
に
輸
入
超
過
(
B
国
は
輸
出
超
過
）
、
時
に
は
輸
出
超
過
(
B
国
は
輸
入
超
過
）
と
な
る
。
第
2
図
の
如
く
、
両
国
の
所
得
循
環
型
は
同
じ
径
路
い
。
第
3
図
で
は
、
両
国
の
所
得
循
環
径
路
は
同
じ
で
あ
る
が
、
輸
入
需
要
の
所
得
弾
力
性
は
A
国
で
は
1
よ
り
大
で
B
国
で
は
1
よ
り
小
で
あ
る
（
例
え
ば
、
況
期
に
は
A
国
の
輸
出
超
過
、
国
際
均
衡
と
国
内
均
衡
(
I
)
 
A
国
の
輸
入
品
は
奢
修
品
で
、
B
国
の
輸
入
品
は
必
需
品
）
場
合
を
示
し
、
B
国
の
輸
入
超
過
、
好
況
期
に
は
A
国
の
輸
入
超
過
、
B
国
の
輸
出
超
過
が
み
ら
れ
る
。
不
以
上
の
分
析
に
価
格
弾
力
性
の
考
慮
を
加
え
れ
ば
如
何
。
物
価
が
好
況
時
に
上
昇
し
不
況
時
に
下
落
す
る
と
す
れ
ば
、
価
格
弾
力
性
の
値
に
よ
っ
て
輸
入
額
は
変
化
す
る
。
景
気
循
環
が
第
一
次
生
産
物
生
産
国
の
国
際
収
支
に
及
ぼ
す
効
果
を
、
S.G.
T
r
i
a
n
t
i
s
の
区
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
(II) 
変
化
す
る
と
い
う
こ
と
は
殆
ん
ど
な
い
。
A
、
B
二
国
を
想
定
し
、
先
ず
第
1
図
で
122 
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木
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NATIONAL INCOME A AND 8 
1 1 1 1 9 1 1 1 1 1 1 l 
As IMPORTS 
B§ IMPORTS 
゜四五
TIME 
第 5図循環的不均衡
所得の型同じ
Bの輸入：膨脹時所得弾力的
縮小時所得非弾力的
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の
空
気
で
は
、
そ
の
点
を
越
え
て
、
に
ヽ
に
ヽ
A
と
D
の
輸
出
国
は
不
況
時
に
損
失
を
う
け
る
傾
向
を
も
ち
、
B
と
C
の
輸
出
国
は
そ
う
悪
化
せ
ず
、
む
し
ろ
国
際
収
支
の
改
善
す
ら
生
ず
る
。
さ
て
、
循
環
的
不
均
衡
の
対
策
を
み
よ
う
。
金
本
位
制
の
矯
正
策
た
る
デ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
ど
う
か
。
B
国
が
第
1
図
の
T
点
で
か
か
る
策
に
ま
か
せ
る
と
す
れ
ば
、
両
国
の
輸
入
需
要
の
所
得
弾
力
性
が
共
に
1
で
あ
れ
ば
、
第
2
図
の
結
果
と
な
り
、
国
際
収
支
不
均
衡
は
除
去
さ
れ
る
が
B
国
の
所
得
安
定
は
崩
れ
て
景
気
循
環
が
行
わ
れ
る
。
又
、
例
え
ば
、
輸
入
需
要
の
所
得
弾
力
性
が
A
国
で
は
1
よ
り
大
で
、
B
国
で
は
1
よ
り
小
で
あ
る
と
い
う
第
3
図
の
如
き
場
合
に
は
、
国
際
均
衡
を
も
た
ら
す
所
得
循
環
変
動
は
、
B̀
s 
I
M
P
O
R
T
S
を
À
s 
I
N
C
O
M
E
 
A
'
s
 
A
N
D
 
第
3
図
の
A
`
s
I
M
P
O
R
T
S
を
Buts
I
N
C
O
M
E
 
B's 
N
A
T
I
O
N
A
L
 I
N
C
O
M
E
を
I
M
P
O
R
T
S
に
名
付
け
替
え
た
も
の
と
な
る
。
か
く
し
て
デ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
策
は
排
斥
せ
ら
れ
た
。
次
に
為
替
相
場
切
下
げ
策
は
如
何
。
こ
れ
は
国
際
収
支
の
均
衡
点
ま
で
の
切
下
げ
と
、
積
極
的
な
輸
出
拡
大
の
た
め
の
―
つ
の
過
小
評
価
点
へ
の
切
下
げ
と
の
間
の
区
別
が
な
さ
る
べ
き
で
、
第
二
次
大
戦
後
は
前
者
の
切
下
げ
に
関
心
が
も
た
れ
た
が
、
"
b
e
g
g
a
r
,
t
h
y
,
n
e
i
g
h
b
o
r
"
政
策
に
い
た
る
も
の
と
し
て
排
斥
さ
れ
た
。
Class D
ー
蚕
L
B
濁
寧
審
辻
寄
＂
伶
涸
涵
g
罠
m
9
U
.
ト
9
欝
猫
9
洩
瀬
Class C
ー
鹿
ぐ
中
『
寧
塞
辻
寄
~
出
菩
函
g
ホ
0
達
距
計
漆
》
u
l
ヽ
x
Class B
ー
蚕
ぐ
今
耳
苓
裸
辻
南
＂
潅
途
7`
喝
海
~
｀
誤
濫
睾
郡
Class A
ー
鹿
L
今
写
苓
塞
辻
寄
こ
翠
羞
分
け
よ
っ
て
考
察
す
れ
ば
、
国
際
均
衡
と
国
内
均
衡
（
木
村
）
u
l
r
l
9
滸
9
客
羞
＂
漉
餌
『
四
六
A's 
A
N
D
 B's 
一
九
三
0
年
代
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で
あ
る
。
（
木
村
）
図
の
如
く
、
B
は
循
環
の
両
局
面
に
於
て
入
超
と
な
る
。
(International 
M
o
n
e
t
a
r
y
 F
u
n
d
)
が
登
場
す
る
。
四
七
国
際
通
貨
基
金
に
、
あ
る
与
え
ら
れ
た
国
の
循
環
的
不
均
衡
は
循
環
の
一
週
期
に
わ
た
っ
て
は
結
局
均
衡
す
る
と
い
う
こ
と
、
第
二
に
、
循
環
的
不
均
衡
は
無
差
別
に
各
国
に
起
る
事
で
あ
る
。
第
一
の
原
則
に
よ
り
、
不
況
期
に
赤
字
を
持
つ
国
は
好
況
期
に
黒
字
と
な
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
基
金
よ
り
の
借
入
を
返
済
し
、
逆
の
作
用
を
持
つ
国
も
夫
々
黒
字
の
時
に
返
済
す
る
。
第
二
の
原
則
に
よ
り
、
如
何
な
る
国
の
通
貨
も
そ
の
程
度
に
差
こ
そ
あ
れ
必
要
と
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
。
と
こ
ろ
が
第
4
図
に
示
す
如
く
、
A
国
が
た
え
ず
デ
フ
レ
傾
向
を
も
ち
、
B
国
が
イ
ン
フ
レ
傾
向
を
持
つ
(
A
、
B
の
輸
入
需
要
の
所
得
弾
力
性
を
1
、
為
替
相
場
は
両
国
が
完
全
雇
用
に
あ
る
時
に
国
際
収
支
均
衡
を
与
え
る
と
仮
定
）
と
す
れ
ば
B
国
は
好
不
況
期
共
入
超
で
、
基
金
へ
の
返
済
が
不
能
と
な
る
。
更
に
A
の
輸
入
需
要
の
所
得
弾
力
性
は
1
で
あ
る
が
、
B
の
そ
れ
は
、
循
環
の
膨
脹
局
面
で
は
1
よ
り
大
で
、
縮
小
時
に
は
1
よ
り
小
で
あ
る
と
仮
定
す
れ
ば
、
第
5
次
に
私
的
長
期
貸
付
は
、
皮
肉
な
こ
と
に
、
不
況
期
に
お
け
る
輸
入
超
過
に
資
金
を
給
す
べ
き
資
本
移
動
が
存
し
な
い
と
い
う
こ
と
以
上
の
如
く
、
結
局
有
効
な
対
策
は
存
在
せ
ず
、
結
局
A
が
不
況
の
時
B
は
輸
入
制
限
を
強
化
し
、
A
の
国
民
所
得
及
び
輸
入
が
上
昇
す
る
に
つ
れ
て
、
そ
の
制
限
を
緩
和
す
る
と
い
う
措
置
を
各
国
が
と
っ
た
の
で
あ
る
。
次
に
(
I
)
の
⑮
と
(Il)
の
⑪
を
考
察
す
る
段
階
に
い
た
っ
た
が
、
⑪
の
組
織
的
技
術
変
化
は
(
I
)
の
⑮
の
長
期
趨
勢
的
不
均
衡
に
関
連
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
さ
れ
、
長
期
趨
勢
的
不
均
衡
(Secular
disequilibrium)
と
は
、
経
済
が
―
つ
の
成
長
段
階
か
ら
他
の
成
長
段
階
へ
と
進
む
に
つ
れ
て
、
そ
の
経
済
内
部
に
お
け
る
長
期
的
に
し
て
且
つ
深
く
根
ざ
し
た
る
変
化
の
た
め
に
国
際
均
衡
と
国
内
均
衡
と
こ
ろ
で
基
金
は
、
他
方
、
輸
出
制
限
は
世
界
貿
易
を
破
壊
し
不
況
を
激
化
す
る
。
次
の
二
原
則
に
基
礎
を
お
い
て
い
た
。
即
ち
、
第
し
た
が
っ
て
国
際
流
動
準
備
が
必
要
と
さ
れ
、
126 
技
術
変
化
と
の
関
連
に
於
て
取
り
上
げ
る
。
第 表
Stage I Balance of Indebtedness | Balance of Payments Domestic Investment on Current -Account | and Saving 
2
3
4
5
9
 
Young debtor （未成人債務国）
Adult debtor (ID<人債務国）
Mature debtor（成熟債務国）
Young creditor（未成人債権国）
Adult creditor（成人債権国）
Old creditor （老人債権国）
Passive 
Balanced 
Active 
Active 
Balanced 
Passive 
Id>S 
Id=S 
Id<S 
Id<S 
Id=S 
Id>S 
国
際
均
衡
と
国
内
均
衡
何
ら
か
の
変
化
は
不
均
衡
の
徴
候
で
あ
る
。
生
ず
る
と
こ
ろ
の
不
均
衡
で
あ
る
。
キ
ン
ド
ル
バ
ー
ガ
ー
は
経
済
発
展
の
段
階
と
国
際
収
支
及
び
国
内
の
貯
蓄
•
投
資
の
関
係
を
次
の
様
に
示
し
て
い
る
。
又
、
キ
ン
ド
ル
バ
ー
ガ
ー
は
か
か
る
長
期
趨
勢
的
な
発
展
段
階
に
則
し
て
国
際
収
支
均
衡
を
み
る
と
き
、
長
期
動
態
的
均
衡
の
条
件
が
適
用
さ
れ
、
輸
出
(x)
と
輸
入
(
M
)
の
差
額
に
等
し
い
自
生
的
長
期
資
本
移
動
が
存
在
す
れ
ば
均
衡
と
見
倣
さ
れ
る
と
述
べ
て
い
る
。
さ
て
、
貯
蓄
を
S
、
国
内
投
資
を
Id
で
表
示
す
れ
ば
、
均
衡
に
於
て
は
、
X
+
I
d
1
1
s
+
M
そ
れ
ゆ
え
、
X
ー
M
=
S
ー
Id
で
あ
る
べ
き
で
、
発
展
の
初
期
の
段
階
（
未
成
人
債
務
国
）
ー
後
進
国
ー
で
は
、
国
内
投
資
は
国
内
貯
蓄
を
超
え
輸
均
衡
が
生
ず
る
。
更
に
発
展
せ
る
段
階
（
未
成
人
債
権
国
）
ー
米
国
ー
で
は
国
内
貯
蓄
が
国
内
投
資
機
会
を
超
え
(
I
d
A
S
)
輸
出
は
輸
入
を
超
過
す
る
(
M
A
X
)
傾
向
を
も
つ
が
、
衡
は
長
期
資
本
流
出
が
超
過
貯
蓄
に
足
り
な
い
か
、
超
過
貯
蓄
が
海
外
の
投
資
機
会
の
量
を
超
え
て
い
る
た
め
に
お
こ
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
一
層
後
の
段
階
（
成
人
債
権
国
）
で
は
貯
蓄
ほ
国
内
投
資
に
等
し
く
長
期
資
本
移
動
の
残
高
零
で
あ
る
(Id11S,
X
1
1
M
)
。
か
か
る
場
合
、
さ
て
キ
ン
ド
ル
バ
ー
ガ
ー
は
長
期
趨
勢
的
不
均
衡
を
資
本
形
成
（
貯
蓄
と
の
関
係
に
て
）
と
先
ず
前
者
に
つ
い
て
、
長
期
不
均
衡
の
存
在
は
、
国
内
投
資
と
貯
蓄
の
差
が
資
本
の
流
れ
と
無
関
係
で
且
つ
こ
れ
ら
の
差
が
組
織
的
入
は
輸
出
を
超
え
る
(
M
>
X
)
傾
向
を
も
つ
が
、
不
均
入
超
が
資
本
流
入
よ
り
大
き
い
場
合
に
不
（
木
村
）
四
八
127 
る。
（
木
村
）
そ
の
場
合
輸
入
増
加
か
輸
出
減
少
を
要
求
す
る
。
旧
商
品
の
偏
輸
出
品
的
革
新
で
あ
れ
ば
輸
出
を
増
し
、
る。
四
九
一
連
の
技
術
変
化
が
で
あ
る
こ
と
よ
り
生
ず
る
。
低
開
発
国
で
は
充
分
の
投
資
機
会
が
あ
り
、
更
に
道
路
、
鉄
道
、
港
、
電
力
、
土
地
開
墾
、
教
育
等
が
有
利
な
投
資
に
対
す
る
機
会
を
作
り
出
し
て
い
る
。
他
方
、
デ
モ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
効
果
は
、
先
進
国
の
消
費
．
＾
ク
ー
ン
の
直
接
模
倣
に
よ
り
消
費
水
準
に
新
し
い
項
目
を
加
え
る
消
費
に
於
け
る
デ
モ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
効
果
と
、
労
働
が
豊
富
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
労
働
節
約
型
装
置
使
用
の
た
め
に
投
資
を
増
す
と
い
う
生
産
に
於
け
る
デ
モ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
効
果
に
よ
り
消
費
は
上
昇
し
貯
蓄
は
減
少
す
一
方
老
人
債
権
国
ー
英
国
ー
は
、
技
術
革
新
者
と
し
て
の
地
位
よ
り
脱
落
し
海
外
の
技
術
を
模
倣
す
る
段
階
に
至
り
、
そ
の
国
が
新
し
い
商
品
の
生
産
の
用
意
を
し
て
い
る
間
に
、
そ
の
商
品
を
消
費
す
れ
ば
、
消
費
は
高
ま
り
貯
蓄
は
減
少
す
る
。
こ
の
段
階
の
不
均
衡
は
正
の
対
外
投
資
よ
り
も
小
さ
い
国
際
収
支
差
額
と
い
う
形
を
と
る
か
、
或
は
極
端
な
形
と
し
て
収
支
赤
字
の
形
態
を
と
る
。
次
に
技
術
変
化
に
関
し
て
で
あ
る
が
、
困
難
は
革
新
が
成
人
国
に
集
中
し
て
い
る
と
い
う
歪
み
よ
り
生
ず
る
。
停
止
し
た
場
合
、
海
外
で
は
投
資
が
貯
蓄
を
越
え
、
国
内
で
は
逆
の
傾
向
に
導
く
と
い
う
こ
と
。
又
は
、
長
期
不
均
衡
は
常
に
同
一
方
向
に
お
け
る
一
連
の
一
時
的
な
不
均
衡
の
累
積
を
表
わ
す
か
も
し
れ
な
い
。
例
え
ば
均
衡
か
ら
出
発
す
れ
ば
、
革
新
が
新
商
品
か
或
は
旧
商
品
の
偏
輸
入
品
的
革
新
で
あ
れ
ば
輸
入
は
減
少
す
る
。
新
し
い
均
衡
は
比
較
生
産
費
の
原
理
が
一
時
的
赤
字
を
も
つ
て
こ
れ
を
も
た
ら
す
こ
と
が
で
き
る
が
、
新
し
い
均
衡
が
出
現
す
る
や
他
の
革
新
が
生
じ
る
と
、
又
新
た
な
赤
字
が
最
初
の
も
の
に
附
加
さ
れ
累
積
さ
れ
る
。
又
、
技
術
が
一
定
か
、
緩
慢
に
変
化
し
て
い
る
場
合
、
資
本
の
限
界
効
率
は
発
展
の
遅
れ
て
い
る
国
の
方
が
高
い
の
で
革
新
国
の
資
本
輸
出
は
容
易
で
あ
る
が
、
技
術
進
歩
が
急
速
で
あ
れ
ば
、
資
本
は
国
内
で
吸
収
さ
れ
そ
の
輸
出
は
行
わ
れ
難
く
長
期
不
均
衡
を
高
め
初
、
以
上
の
長
期
趨
勢
的
不
均
衡
の
匡
正
策
は
、
対
外
貸
付
．
借
入
を
変
更
す
る
対
策
か
、
国
内
の
貯
蓄
•
投
資
を
変
え
る
貨
幣
・
国
際
均
衡
と
国
内
均
衡
128 
面
の
構
造
的
不
均
衡
は
、
続
的
な
赤
字
に
資
金
を
給
す
る
と
い
う
よ
り
も
、
ヨ
リ
大
胆
な
支
出
を
鼓
舞
し
て
長
期
的
不
均
衡
を
増
大
し
た
と
も
い
え
よ
う
。
又
私
(
I
B
R
D
)
が
期
待
さ
れ
た
。
又
国
連
に
於
て
、
主
に
米
英
の
拠
出
に
よ
り
(Special 
U
n
i
t
e
d
 
N
a
t
i
o
n
s
 
for 
国
際
均
衡
と
国
内
均
衡
財
政
政
策
に
頼
る
こ
と
に
な
る
が
、
も
し
も
こ
れ
ら
が
欠
如
し
て
い
る
場
合
に
は
、
為
替
切
下
げ
策
も
悪
く
は
な
い
が
、
一
国
に
於
て
他
の
国
に
於
け
る
よ
り
も
ヨ
リ
急
速
で
あ
る
技
術
進
歩
が
価
格
の
可
成
り
急
速
な
低
下
と
い
う
形
を
と
る
と
い
う
限
ら
れ
た
ケ
ー
ス
で
の
み
適
切
で
あ
る
。
又
関
税
に
つ
い
て
は
幼
稚
産
業
保
護
論
は
さ
て
お
き
、
限
界
貯
蓄
性
向
の
低
い
低
開
発
国
で
は
、
支
出
を
外
国
品
か
ら
国
内
品
に
転
換
さ
せ
て
も
多
く
の
貯
蓄
を
生
む
と
は
み
え
な
い
。
対
外
貸
付
．
借
入
の
公
的
貸
付
と
し
て
は
国
際
復
興
開
発
銀
行
S
U
N
F
E
D
 
E
c
o
n
o
m
i
c
 D
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t
)
 
-
絲
盆
延
国
に
開
発
資
金
の
贈
与
を
行
う
基
金
ー
の
設
置
が
考
え
ら
れ
た
が
実
現
し
な
か
っ
た
。
的
投
資
は
戦
後
は
大
部
分
直
接
投
資
で
借
手
に
歓
迎
さ
れ
な
か
っ
た
。
問
題
は
、
国
際
銀
行
や
ポ
イ
ソ
ト
フ
ォ
ア
は
、
未
成
人
国
の
継
最
後
に
（
直
）
の
構
造
的
不
均
衡
に
つ
い
て
、
自
由
主
義
者
の
主
張
は
、
キ
ン
ド
ル
バ
ー
ガ
ー
は
言
う
、
こ
れ
は
価
格
体
系
の
悪
調
整
で
あ
る
と
。
＠
の
財
の
一
般
に
国
際
貿
易
商
品
の
需
要
も
し
く
は
供
給
の
変
化
か
ら
生
じ
て
い
る
価
格
に
対
す
る
資
源
の
悪
配
置
で
あ
る
。
簡
単
な
例
を
挙
げ
て
み
よ
う
。
趣
好
の
変
化
の
た
め
に
ス
イ
ス
刺
繍
に
対
す
る
世
界
の
需
要
が
減
少
し
た
と
せ
よ
。
こ
の
価
格
は
低
下
し
輸
出
金
額
は
下
落
す
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
部
門
に
従
事
し
て
い
た
生
産
資
源
は
他
の
部
門
ヘ
シ
フ
ト
し
且
つ
、
支
出
を
減
少
さ
せ
る
の
で
な
い
限
り
国
際
収
支
の
構
造
的
不
均
衡
を
生
ず
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
対
策
は
、
価
格
シ
ス
テ
ム
の
有
効
性
を
信
じ
て
い
る
イ
ソ
フ
レ
を
停
止
し
為
替
相
場
を
調
整
す
る
こ
と
で
あ
る
。
為
替
切
下
げ
は
国
内
財
に
比
べ
て
国
際
財
の
価
格
を
高
め
、
資
源
は
他
の
輸
出
財
か
輸
入
競
争
財
部
門
ヘ
シ
フ
ト
す
る
。
他
方
計
画
主
義
者
は
、
資
源
は
移
動
し
難
く
、
生
活
水
準
は
容
易
に
圧
縮
さ
れ
ず
、
又
価
格
弾
力
性
は
小
と
し
て
為
替
切
下
げ
を
斥
け
輸
入
制
限
を
主
張
す
る
。
キ
ン
ド
ル
バ
ー
ガ
ー
の
主
張
ほ
折
衷
的
で
、
計
画
主
義
的
方
法
は
不
均
衡
の
著
し
い
段
階
で
妥
当
す
る
が
、
調
整
が
進
む
に
つ
れ
て
徐
々
に
自
由
主
義
的
処
方
へ
と
移
行
（
木
村
）
五
〇
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は
、
経
済
的
変
化
と
並
ん
で
社
会
的
変
化
が
必
要
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
.‘ ヵ 練度
の
劣
る
労
働
を
体
化
し
て
い
る
財
が
輸
出
財
と
な
る
と
い
う
変
化
が
お
こ
る
べ
き
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
の
如
何
な
る
変
化
も
起
ら
ず
、
機
械
を
労
働
に
代
え
る
こ
と
も
せ
ず
、
乱
と
相
ま
っ
て
独
乙
の
国
際
収
支
を
著
し
く
逆
調
化
し
た
。
対
策
は
要
素
価
格
の
匡
正
ー
高
利
子
、
低
賃
銀
、
即
ち
一
般
的
デ
フ
レ
、
及
び
要
素
賦
存
量
の
匡
正
ー
移
民
と
資
本
輸
入
或
は
そ
の
折
衷
策
で
あ
る
。
な
お
、
同
一
国
内
に
二
組
の
要
素
比
率
と
二
組
の
要
素
価
格
が
併
存
し
て
い
る
二
重
経
済
(dual
e
c
o
n
o
m
y
)
が
存
在
す
る
場
合
が
あ
る
。
例
え
ば
、
低
開
発
地
域
で
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
、
外
国
資
本
と
そ
の
国
の
特
殊
要
素
と
し
て
の
労
働
と
土
地
と
が
結
び
つ
い
た
輸
出
部
門
と
、
国
内
資
本
と
労
働
•
土
地
が
結
び
つ
い
た
部
門
、
そ
の
結
果
は
労
働
と
資
本
の
限
界
価
値
生
産
物
は
両
部
門
で
大
幅
に
相
異
し
、
賃
金
の
差
を
生
ず
る
。
二
重
経
済
は
国
際
収
支
の
構
造
的
不
均
衡
を
招
来
す
る
。
例
え
ば
、
右
の
国
内
部
門
が
輸
出
部
門
を
模
倣
し
、
資
本
家
的
労
働
節
約
的
技
術
を
使
用
し
よ
う
と
し
て
外
国
資
本
を
近
ず
け
も
せ
ず
又
貯
蓄
も
不
足
し
て
い
る
の
に
資
本
を
作
ら
う
と
し
て
、
過
剰
投
資
、
イ
ソ
フ
レ
を
招
き
長
期
的
不
均
衡
に
み
ち
ぴ
く
。
対
策
は
国
内
部
門
へ
の
公
的
長
期
資
本
輸
入
で
あ
る
―
つ
の
市
場
経
済
へ
の
発
展
転
換
を
以
て
す
れ
ば
単
一
の
組
の
要
素
価
格
と
要
素
賦
存
が
可
能
で
あ
り
、
い
え
ば
、
す
べ
し
と
す
る
。
（
木
村
）
五
S
の
要
素
面
に
お
け
る
構
造
的
不
均
衡
ほ
、
要
素
価
格
が
要
素
賦
存
量
を
反
映
し
て
い
な
い
こ
と
よ
り
生
じ
る
。
例
え
ば
要
素
比
率
の
変
化
の
た
め
に
生
ず
る
構
造
的
不
均
衡
の
例
と
し
て
、
戦
後
西
独
乙
で
は
、
資
本
は
二
五
形
減
少
し
た
が
、
人
口
は
避
難
民
に
よ
り
ニ
四
形
増
加
し
た
。
こ
の
要
素
比
率
の
変
化
は
、
賃
金
低
下
、
利
子
率
謄
貴
、
労
働
に
よ
る
資
本
の
代
替
、
又
、
労
働
構
成
に
つ
い
て
一
八
オ
l
四
五
才
間
の
壮
健
な
人
口
層
の
減
少
及
び
青
少
年
、
老
人
、
婦
人
の
増
加
が
み
ら
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
国
際
均
衡
と
国
内
均
衡
ヨ
リ
熟
い
ぜ
ん
と
し
て
資
本
集
約
的
な
独
乙
特
産
品
を
作
っ
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
は
貨
幣
攪
こ
の
実
現
の
た
め
に
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ャ
iお
国
際
不
均
衡
論
の
す
ぐ
れ
た
体
系
的
労
作
は
前
記
土
屋
六
郎
氏
の
「
国
際
収
支
の
理
論
」
で
あ
る
。
片
山
貞
雄
氏
に
は
、
氏
の
「
キ
ン
ド
ル
バ
ー
ガ
ー
の
国
際
収
支
不
均
衡
論
」
彦
根
論
叢
五
十
五
号
を
通
じ
て
、
又
直
接
本
人
よ
り
も
御
教
示
を
受
け
た
こ
と
を
付
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。
ハ
ロ
ッ
ド
は
「
国
際
経
済
学
」
改
訂
版
第
七
章
で
不
均
衡
の
是
正
を
論
じ
て
い
る
。
政
策
の
目
標
は
対
外
収
支
の
均
衡
と
同
時
に
国
内
に
お
け
る
完
全
雇
用
の
維
持
で
あ
る
。
総
需
要
(
Y
d
)
と
潜
在
的
供
給
力
(Ys)
ー
完
全
麗
用
所
得
水
準
ー
は
意
図
さ
れ
た
る
も
の
即
ち
事
前
的
概
念
で
、
実
現
さ
れ
た
所
得
(
Y
)
と
の
関
係
ほ
次
の
如
く
示
さ
れ
る
。
H
、
E
、
K
を
も
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
国
内
向
消
費
財
生
産
、
輸
出
向
生
産
、
新
投
資
財
生
産
よ
り
得
ら
れ
る
所
得
を
あ
ら
わ
し
、
h
、
.t
、
S
を
も
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
国
内
産
消
費
財
消
費
性
向
、
輸
入
性
向
、
貯
蓄
性
向
を
あ
ら
わ
し
、
N
を
以
っ
て
資
本
財
輸
入
額
を
あ
ら
わ
す
と
す
れ
ば
、
し
か
る
に
Y
d
が
Y
s
を
超
過
す
る
場
合
に
は
(
H
d
`
E
d
お
よ
び
K
d
は
Y
a
に
応
ず
る
も
の
で
あ
る
）
で
あ
ら
わ
さ
れ
、
Y
d
が
Y
s
よ
り
小
な
る
場
合
y
は
ま
た
Y
s
よ
り
小
さ
い
。
Y
d
1
1
Y
s
は
完
全
雇
用
均
衡
で
あ
り
、
国
際
均
衡
は
E
1
1
i
Y
+
N
と
い
う
貿
易
均
衡
で
示
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
Y
d
1
1
Y
s
が
存
す
る
と
否
と
に
拘
ら
ず
事
後
的
に
は
Y
1
1
H
+
E
+
K
=
(
h
+
i
+
s
)
Y
で、
H
=
h
Y
な
る
を
以
て
、
E
+
K
=
(
i
+
s
)
Y
N
を
両
辺
（
木
村
）
五
131 
（
木
村
）
五
必
然
的
に
国
内
貯
蓄
(
s
Y
)と
国
内
投
資
(
K
+
N
)は
等
し
く
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
雇
用
不
均
衡
即
ち
、
Y
d
~
Y
s
ti
全
く
事
情
が
異
な
り
、
対
外
均
衡
の
場
合
で
も
イ
ン
フ
レ
か
失
業
の
形
で
雇
用
不
均
衡
が
あ
り
、
雇
用
均
衡
下
で
も
対
外
不
均
衡
は
あ
り
う
る
。
つ
の
種
類
の
不
均
衡
に
対
す
る
正
し
い
救
済
策
で
も
他
の
種
類
の
不
均
衡
も
存
在
す
る
か
否
か
を
考
慮
し
て
政
策
を
樹
立
し
な
け
れ
ば
Y
d
八
Y
s
で
i
Y
+
N
八
E
即
ち
失
業
と
出
超
が
あ
る
場
合
。
例
え
ば
、
政
策
、
換
言
す
れ
ば
リ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
。
こ
れ
に
よ
り
投
資
(
K
)
を
増
し
、
従
っ
て
所
得
(
Y
)
を
増
し
、
雇
用
を
増
加
す
る
と
共
に
、
消
費
財
輸
入
(iY) 
の
見
地
よ
り
み
て
も
、
一
九
三
一
ー
一
二
九
年
の
ア
メ
リ
カ
。
対
策
は
拡
張
と
投
資
拡
張
に
伴
う
資
本
財
輸
入
(
N
)
を
増
し
て
貿
易
差
額
の
均
衡
を
は
か
り
う
る
。
古
典
学
派
の
金
流
入
ー
物
価
騰
貴
ー
輸
出
減
少
・
輸
入
増
加
は
、
貿
易
均
衡
を
計
っ
て
国
内
失
業
を
高
め
る
結
果
と
な
る
。
右
の
拡
張
政
策
は
善
隣
性
ア
メ
リ
カ
の
失
業
を
救
済
す
る
と
共
に
、
及
す
る
こ
と
に
な
る
。
又
、
こ
の
ケ
ー
ス
は
ケ
イ
ン
ジ
ャ
ソ
理
論
が
妥
当
し
、
且
つ
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ル
の
拡
張
主
義
政
策
の
正
し
い
こ
と
を
論
証
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
ハ
ロ
ッ
ド
の
こ
の
ケ
ー
ス
を
キ
ン
ド
ル
バ
ー
ガ
ー
の
循
環
的
不
均
衡
に
則
し
て
み
れ
ば
如
何
。
ア
メ
リ
カ
が
不
況
で
且
つ
出
超
と
い
う
事
態
を
有
す
る
の
は
、
景
気
の
始
発
国
で
あ
る
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
蓋
し
、
か
か
る
未
成
人
債
権
国
(
y
o
u
n
g
creditor) 
の
所
得
は
最
低
生
活
水
準
を
超
え
て
高
く
、
且
つ
貯
蓄
率
は
高
い
と
同
時
に
私
的
国
内
投
資
を
超
え
て
い
る
の
で
不
況
に
陥
り
易
く
、
借
入
国
は
国
内
貯
蓄
よ
り
も
国
内
投
資
率
が
高
い
と
い
う
逆
の
傾
向
に
あ
り
易
く
、
米
国
か
ら
の
資
本
輸
入
が
中
断
し
た
場
合
イ
ン
フ
（
一
）
国
際
均
衡
と
国
内
均
衡
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
国
内
均
衡
(
Y
d
1
1
Y
s
)
と
国
際
均
衡
(
E
1
1
i
Y
+
N
)
輸
入
(iY)
の
増
加
に
よ
り
外
部
世
界
に
つ
い
て
も
回
復
力
を
波
の
同
時
的
達
成
の
た
め
の
救
済
策
を
考
察
す
る
に
当
っ
て
は
、
に
加
え
る
と
、
E
—
(
i
Y
+
N
)
1
1
s
Y
ー
(
K
+
N
)が
成
立
す
る
。
即
ち
、
輸
出
(
E
)
が
輸
入
(
i
Y
+
N
)
に
等
し
く
な
い
な
ら
ば
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（三）
是
正
の
た
め
の
拡
張
政
策
は
貿
易
差
額
不
均
衡
を
拡
大
し
、
貿
易
差
額
改
善
の
た
め
の
デ
フ
レ
政
策
は
失
業
を
激
化
す
る
。
対
策
は
要
素
報
酬
の
引
下
げ
か
通
貨
価
値
の
切
下
げ
で
あ
る
が
、
前
者
の
困
難
性
の
ゆ
え
を
以
て
ハ
ロ
ッ
ド
は
後
者
を
説
く
。
Y
d八
Y
s
で
之
、
十
N
V
E
失
業
と
対
外
不
足
に
悩
ん
で
い
る
場
合
。
み
な
ら
ず
、
世
界
経
済
に
対
し
て
も
有
利
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
諸
国
。
対
策
は
デ
イ
ス
イ
ン
フ
レ
政
策
。
デ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
投
資
(
K
)
を
減
少
さ
せ
、
貯
蓄
性
向
(
S
)
を
増
加
さ
せ
（
そ
の
逆
膨
脹
し
た
利
潤
か
ら
貯
蓄
が
な
さ
れ
て
貯
蓄
性
向
(
S
)
が
高
ま
る
。
的
供
給
力
(Ys)
ま
で
引
下
げ
る
。
他
方
、
こ
の
ケ
ー
ス
の
如
き
場
合
に
は
、
実
現
さ
れ
た
所
得
(
Y
)
は
潜
在
的
供
給
力
(Ys)
を
超
え
え
な
い
か
ら
こ
の
イ
ン
フ
レ
・
ギ
ャ
ッ
プ
は
価
格
騰
貴
か
、
履
行
せ
ら
れ
ざ
る
注
文
の
形
を
と
り
、
山
レ
・
ギ
ャ
ッ
プ
は
む
し
ろ
こ
の
後
者
の
形
を
と
る
）
輸
出
(
E
)
を
増
し
、
輸
入
性
向
(
i
)
し
た
が
っ
て
輸
入
(
i
Y
)
を
減
少
せ
し
め
も
っ
て
入
超
を
修
正
す
る
。
又
、
こ
の
デ
フ
レ
政
策
は
善
隣
性
よ
り
み
て
も
有
益
で
あ
ろ
う
。
世
界
が
一
般
的
に
好
況
に
あ
る
な
ら
ば
、
こ
の
処
方
は
当
該
国
の
一
九
三
一
ー
三
九
年
の
多
数
諸
国
。
こ
の
場
合
失
業
デ
フ
レ
政
策
は
価
格
を
引
下
げ
る
か
、
の
イ
ン
フ
レ
の
時
は
、
（二）
デ
フ
レ
の
場
合
は
そ
の
逆
）
（
戦
後
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
イ
ン
フ
一
九
四
六
ー
五
二
年
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
国
際
均
衡
と
国
内
均
衡
②
 
レ
を
惹
超
し
易
い
理
由
を
以
て
米
国
は
景
気
の
始
発
国
と
見
傲
さ
れ
、
そ
れ
は
、
景
気
伝
播
の
ク
イ
ム
・
ラ
グ
の
ゆ
え
に
、
不
況
期
に
も
出
超
を
み
る
。
こ
れ
以
外
に
も
理
由
が
あ
る
で
あ
ろ
う
が
、
右
の
こ
と
が
可
能
で
あ
る
た
め
に
は
、
そ
れ
ら
の
理
由
が
、
米
国
の
輸
入
が
そ
の
所
得
弾
力
性
が
比
較
的
小
で
あ
る
（
ヒ
ン
シ
ョ
ウ
一
・
O、
チ
ャ
ン
グ
一
・
ニ
七
、
③
 
五
0
)
と
い
う
こ
と
を
打
消
す
だ
け
の
も
の
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
Y
d
>
Y
s
で
之
＋
N
V
E
国
内
イ
ン
フ
レ
圧
力
が
あ
り
、
（
木
村
）
ア
ド
ラ
ー
0
・
九
九
、
世
界
平
均
一
・
か
つ
対
外
入
超
の
場
合
。
一
般
消
費
者
は
高
価
格
が
生
産
者
に
イ
ン
フ
レ
利
潤
を
も
た
ら
す
間
は
所
得
は
そ
ん
な
に
高
ま
ら
ず
、
他
方
、
も
っ
て
総
需
要
(Yd)
を
潜
在
履
行
せ
ら
れ
ざ
る
注
文
を
減
少
さ
せ
、
五
四
133 
ば
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。
（
木
村
）
の
減
少
は
全
経
済
に
対
し
E
の
増
加
と
同
じ
効
果
を
も
っ
と
考
え
て
よ
い
。
）
と
ら
れ
る
手
段
が
輸
出
を
、
て
対
外
貿
易
が
均
衡
す
る
水
準
(
E
+
b
.
E
)
ま
で
高
め
る
ご
と
き
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
誘
発
せ
ら
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
イ
ン
フ
レ
庄
力
を
引
き
お
こ
す
可
能
性
が
あ
る
訳
で
、
こ
れ
に
対
す
る
対
策
と
し
て
次
の
四
つ
の
対
策
一
、
輸
出
を
必
要
額
(.6E)
を
忍
ぶ
方
法
。
こ
の
方
法
の
難
点
は
、
に
不
利
な
影
響
を
お
よ
ぼ
し
、
初
期
の
有
利
な
効
果
を
一
部
相
殺
す
る
こ
と
で
あ
り
、
二
、
黒
字
財
政
、
購
買
税
、
賦
払
購
入
の
制
限
等
の
方
法
で
一
時
国
内
消
費
を
抑
制
し
、
国
内
需
要
(
A
H
)
を
減
じ
、
国
際
均
衡
と
国
内
均
衡
だ
け
高
め
る
に
必
要
な
手
段
（
例
え
ば
通
貨
価
値
切
下
げ
）
を
と
り
、
そ
れ
に
伴
う
イ
ン
フ
レ
圧
力
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
そ
れ
の
価
格
お
よ
び
引
渡
遅
延
に
お
よ
ぼ
す
効
果
を
通
じ
て
対
外
差
額
イ
ン
フ
レ
圧
力
の
発
生
を
阻
止
す
る
方
法
で
、
長
期
的
趨
勢
よ
り
み
て
投
資
水
準
が
低
い
と
判
断
さ
れ
匡
正
手
段
の
全
効
果
が
輸
出
を
6.E
増
し
、
輸
入
性
向
(
i
)
五
五 国
内
の
完
全
麗
用
を
伴
っ
イ
ン
フ
レ
圧
力
が
短
命
と
思
わ
れ
る
場
合
に
忍
輸
出
増
加
(
6
E
)
に
相
当
す
る
だ
け
の
輸
出
増
加
に
よ
っ
て
新
投
資
(L:,.K)
が
へ
の
効
果
が
ゼ
ロ
で
あ
る
と
仮
定
す
る
。
と
こ
ろ
で
善
隣
性
の
見
地
よ
り
み
れ
ば
、
こ
の
場
合
に
は
一
国
の
立
場
と
世
界
の
立
場
と
に
衡
突
が
あ
る
。
も
し
世
界
が
尖
鋭
化
し
た
不
況
に
悩
ん
で
い
る
な
ら
ば
一
国
が
価
格
引
下
げ
に
よ
る
輸
出
増
進
策
を
と
れ
ば
、
外
国
の
困
難
を
加
重
す
る
こ
と
に
な
る
。
国
際
通
貨
基
金
は
＾
ロ
ッ
ド
に
よ
れ
ば
、
こ
の
両
者
を
調
和
さ
せ
る
国
際
信
用
の
拡
大
の
た
め
に
十
分
で
は
な
い
。
さ
て
ハ
ロ
ッ
ド
は
こ
の
ケ
ー
ス
に
成
長
理
論
を
適
用
す
る
。
輸
出
増
加
又
は
輸
入
品
に
代
替
す
る
新
国
内
需
要
に
応
ず
る
た
め
に
新
投
資
が
誘
発
せ
ら
れ
る
い
わ
ゆ
る
加
速
度
効
果
の
問
題
で
あ
る
。
（
わ
れ
わ
れ
が
既
に
第
一
節
で
分
析
し
た
と
こ
ろ
の
有
効
需
要
(
Y
d
+
6
.
Y
d
)
が
生
産
力
(
Y
s
+
6
.
Y
s
)
を
超
え
イ
ン
フ
レ
圧
力
を
醸
出
す
る
ケ
ー
ス
に
類
比
す
べ
き
も
の
と
思
わ
れ
る
。
）
（
以
下
の
分
析
で
は
・
1
134 
と
は
、
た
し
か
に
著
し
く
外
国
の
助
け
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
国
際
均
衡
と
国
内
均
衡
る
場
合
に
は
こ
の
方
法
に
よ
っ
て
速
や
か
に
投
資
水
準
を
高
め
れ
ば
よ
い
。
ス
。
＾
ル
ク
式
と
呼
ん
で
い
る
。
三
、
他
の
面
、
例
え
ば
基
礎
産
業
の
長
期
的
改
善
に
向
け
ら
れ
て
い
る
投
資
を
抑
え
て
、
輸
出
部
門
の
投
資
を
一
時
急
増
さ
せ
る
方
四
、
完
全
雇
用
と
貿
易
均
衡
の
実
現
に
必
要
な
額
ま
で
即
時
に
輸
出
を
高
め
ず
、
例
え
ば
相
次
ぐ
小
規
模
の
通
貨
価
値
切
下
げ
に
よ
り
除
々
に
こ
れ
を
高
め
る
。
こ
の
場
合
、
一
時
点
の
投
資
財
産
業
へ
の
不
当
な
緊
張
を
避
け
う
る
が
、
他
方
、
累
進
的
に
逓
減
す
る
額
に
お
い
て
で
は
あ
る
が
、
入
超
の
継
続
を
許
す
こ
と
に
な
る
の
で
、
そ
れ
に
必
要
な
金
又
は
外
貨
の
準
備
を
要
す
る
。
而
も
相
次
ぐ
通
貨
価
値
の
切
下
げ
に
伴
う
通
貨
の
投
機
の
た
め
に
十
分
な
準
備
を
必
要
と
す
る
。
Y
d
>
Y
s
で
i
Y
+
N
A
E
即
ち
、
国
内
に
イ
ソ
フ
レ
圧
力
が
あ
り
、
貿
易
出
超
。
メ
リ
カ
及
び
一
九
五
六
年
の
ド
イ
ッ
。
対
策
は
要
素
報
酬
引
上
げ
ま
た
は
通
貨
価
値
切
上
げ
。
要
素
報
酬
の
引
上
げ
改
訂
は
引
下
げ
改
訂
よ
り
は
実
現
容
易
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
だ
け
通
貨
価
値
切
上
げ
の
必
要
は
少
な
い
。
提
案
さ
れ
た
が
、
当
局
は
極
め
て
広
汎
な
賃
金
上
昇
が
訪
れ
ん
と
し
て
い
る
こ
と
を
予
見
し
て
、
事
態
を
自
然
的
径
路
に
委
ね
た
。
善
隣
性
よ
り
み
て
こ
の
方
法
で
は
外
国
に
イ
ン
フ
レ
圧
力
を
加
重
す
る
こ
と
に
な
り
矛
盾
を
蔵
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
第
二
次
大
戦
後
ア
メ
リ
カ
が
即
時
に
対
外
差
額
を
均
衡
せ
し
め
よ
う
と
主
張
せ
ず
、
進
ん
で
対
外
援
助
を
延
長
し
て
受
取
超
過
分
に
見
合
わ
せ
た
こ
以
上
が
ハ
ロ
ッ
ド
の
不
均
衡
の
是
正
策
の
要
約
で
あ
る
。
是
正
策
、
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
妥
当
す
べ
き
も
、
如
く
、
不
均
衡
の
原
因
ま
で
深
く
た
ち
入
っ
て
分
析
し
た
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
、
就
中
、
長
期
趨
勢
的
不
均
衡
へ
の
分
析
が
不
充
分
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
他
方
キ
ン
ド
ル
バ
ー
ガ
ー
の
長
期
趨
勢
的
不
均
衡
は
、
投
資
と
貯
蓄
の
問
題
に
重
要
を
置
き
、
技
術
の
問
（四）
法。
（
木
村
）
キ
ン
ド
ル
バ
ー
ガ
ー
の
一
九
五
六
年
に
ド
イ
ツ
・
マ
ル
ク
の
切
上
げ
が
一
九
四
六
ー
五
六
年
の
一
部
期
間
の
ア
五
六
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（
木
村
）
A
、
労
働
人
口
の
増
加
率
を
B
と
す
れ
ば
、
五
七
完
全
雇
用
成
長
率
G
n
は、
ハ
ッ
ロ
ド
の
自
然
成
長
率
に
相
当
す
る
も
の
で
、
技
術
進
歩
に
よ
る
一
人
当
り
産
出
高
の
増
加
率
を
題
を
考
察
に
加
え
て
お
り
、
国
際
均
衡
を
長
期
動
態
的
局
面
で
捉
え
（
経
常
％
差
額
ー
自
生
的
長
期
資
本
純
移
動
1
1
0
を
均
衡
と
み
る
ク
マ
ー
ル
と
し
た
の
と
相
異
し
て
い
る
。
次
節
で
は
、
人
口
の
成
長
率
を
も
考
慮
に
加
え
、
完
全
雇
用
と
設
備
の
完
全
利
用
の
一
致
と
い
う
長
期
的
完
全
雇
用
維
持
と
動
態
的
国
際
均
衡
の
観
点
よ
り
成
長
模
型
及
び
政
策
を
考
察
す
る
。
R.F•Harrod: 
I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
 
E
c
o
n
o
m
i
c
s
,
 R
e
v
i
s
e
d
 1
9
5
7
 C
h
a
p
t
e
r
 VII. 
藤
井
茂
訳
ハ
ロ
ッ
ド
「
国
際
経
済
学
」
改
訂
阪
第
七
章
及
び
藤
井
茂
「
国
際
収
支
不
均
衡
の
是
正
策
」
神
戸
大
学
経
済
学
研
究
年
報
5
一
九
五
八
年
②
K
i
n
d
l
e
b
e
r
g
e
r
:
 
T
h
e
 D
o
l
l
a
r
 S
h
o
r
t
a
g
e
,
 
1950. 
p.97
北
川
一
雄
訳
「
ド
ル
不
足
」
―
ニ
―
頁
。
③
i
b
i
d
,
 p.40
訳
五
一
頁
。
山
履
行
せ
ら
れ
ざ
る
注
文
の
増
加
は
、
注
文
に
対
す
る
引
渡
期
間
の
延
長
で
、
外
国
の
顧
客
が
疎
却
せ
ら
れ
輸
出
減
退
し
、
国
内
顧
客
も
そ
の
必
要
を
み
た
す
た
め
に
外
国
か
ら
の
輸
入
に
仰
ぐ
。
戦
後
の
価
格
統
制
下
に
生
ず
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
⑤
そ
の
場
合
に
従
わ
ね
ば
な
ら
な
い
条
件
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
為
替
安
定
性
に
関
わ
る
問
題
で
、
詳
し
く
は
前
掲
藤
井
茂
「
国
際
収
支
不
均
衡
の
是
正
策
」
を
参
照
さ
れ
た
し
。
こ
の
問
題
に
関
す
る
租
見
は
別
の
機
会
に
ゆ
ず
る
。
一
国
の
産
出
高
の
成
長
率
を
現
実
成
長
率
G
、
る
）
に
分
類
し
、
小
論
で
は
長
期
的
完
全
雇
用
維
持
の
た
め
に
後
二
者
、
即
ち
G
n
と
r
の
間
の
関
係
を
み
る
。
国
際
均
衡
と
国
内
均
衡
四
(1) 
但
し
w
i
t
h
o
u
t
s
e
v
e
r
e
 
u
n
e
m
p
l
o
y
m
e
n
t
)
 
完
全
屈
用
成
長
率
G,.ヽ
完
全
利
用
成
長
率
G
s
（
本
稿
で
は
r
で
も
っ
て
表
示
す
て
い
る
点
ハ
ロ
ッ
ド
が
貿
易
均
衡
を
国
際
均
衡
の
、
完
全
雇
用
を
国
内
均
衡
の
メ
ル
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(4) 
(
3
)
 
(
2
)
 
国
際
均
衡
と
国
内
均
衡
l
 
完
全
利
用
成
長
率
r
は
ハ
ロ
ッ
ド
の
適
正
成
長
率
G
ミ
に
相
当
す
る
も
の
で
、
設
備
の
完
全
利
用
を
保
証
す
る
成
長
率
と
考
え
る
。
②
 
以
下
の
仮
定
の
下
に
こ
の
模
型
を
構
成
す
る
。
合
計
は
産
出
高
の
]
定
割
合
と
し
、
m
で
表
示
す
る
。
二
、
貯
蓄
は
産
出
高
の
一
定
割
合
と
し
、
は
通
貨
の
一
単
位
で
あ
る
よ
う
な
単
位
数
に
て
産
出
高
が
測
定
さ
れ
る
。
五
、
二
国
模
型
を
用
い
、
添
字
1
、
2
を
以
て
1
国、
さ
て
Y
を
現
存
設
備
の
生
産
能
力
産
出
高
資
で
こ
れ
は
必
要
投
資
(
r
e
q
u
i
r
e
d
rate o
f
 i
n
v
e
s
t
m
e
n
t
)
、
と
称
せ
ら
れ
、
本
係
数
の
逆
数
と
す
る
。
X
を
輸
出
、
M
を
輸
入
と
す
る
。
(
S
2
+
m
2
)
Y
2
1
1
(
1
・
-
m、2
)
I
2
+〉
(2
I
S
I
1
 
dY1
— 
dt 
(capacity rate of 
o
u
t
p
u
t
) 
I
を
現
存
の
資
本
を
完
全
に
利
用
す
べ
く
必
要
な
投
但．
1
（
=
r
1
)
1
1
a
1
[
 
(
、
）
(
、
）
)
-
Y
1
 
s
1
+
m
1
1
n
S
2
 S1 
-
m
2
+
m
 2S2 
d
t
 
Y
1
 
1
|
m
、
1
|
m
、
2
(
=
r
2
)
1
1
S
2
 
[
C
s
2
+
m
2
|
m
1、S
2
)
|（
m
1
+
m
1、s1)
Y
i
]
 
d
Y
2
 
1
 
．
 
d
t
 
Y
2
 
1
,
_
m
、
1
|
m
、
2
Y
2
 
貿
易
差
額
率
を
b
1
、
b
2
と
す
れ
ば
、 ー
令
2I2
d
Y
2
 
d
t
 
(
S
1
+
m
1
)
Y
1
1
1
(
1
—
m
、
1
)
I
i
+
"
X
1
 
を
区
別
し
、
為
替
相
場
は
初
期
に
1
に
等
し
い
と
す
る
。
え
ば
機
械
設
備
の
輸
入
）
は
投
資
に
対
す
る
一
定
割
合
と
し
、
a
を
産
出
係
数
(
o
u
t
p
u
t
coefficient) 
即
ち
資
S
で
表
示
。
―
―
-
、
投
資
財
輸
入
（
例
2
国
箋
で
表
示
。
四
、
価
格
水
準
は
不
変
で
、
産
出
物
の
一
単
位
の
価
格
〔
仮
定
〕
一
、
消
費
財
輸
入
と
産
出
高
に
含
ま
れ
た
輸
入
分
（
例
え
ば
原
料
輸
入
）
(
1
)
 
G
n
1
1
A
+
B
 
（
木
村
）
五
八
の
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す
る
。
（
木
村
）
、
Y
2
.I(r1
—
r2) 
dr1 
a
1
(
m
2
+
m
2
 s2) 
＂り
d
t
 
I
—
m
、
1
|
m
、
2
Y
1
 
名
r2ー
ri)
dr2 
a
2
(
m
1
+
m
1
、
s
1
)
•
Y
1
＂ 
dt 
I
—
m
、
1
ー
箋
2
r1
と
r2
の
時
と
共
な
る
動
き
は
次
の
如
し
、
（
イ
）
、
箋
1
+
m
、2
A
1
の
ケ
ー
ス
。
r1い
Vr2
な
ら
ば
、
r1
~
上
昇
、
r
2
は
下
落
す
る
。
r
1
Aハr
2
な
ら
ば
3
1
は
下
落
し
r
2
~
上
昇
す
る
。
か
く
て
r1
と
r2
は
時
と
共
に
相
離
れ
る
。
r111r2
な
ら
ば
r1
と
r2
t!
共
に
不
変
で
あ
る
。
（口）、
m
1
、+
m
2
、>
1
の
ケ
ー
ス
。
r
i
>
r
2
な
ら
ば
31
は
下
落
し
、
r2
~
上
昇
す
る
。
r
1
Aぶ
な
ら
ば
、
r
1
は
上
昇
し
、
下
落
す
る
。
か
く
て
r1
と
r2
~
時
と
共
に
相
収
倣
す
る
。
収
飲
す
れ
ば
r
1
1
1
r
2と
な
り
、
(^
)、
m
1
、+
m
2
、111
の
ケ
ー
ス
。
何
ら
か
の
こ
と
を
言
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
国
際
均
衡
と
国
内
均
衡
(8) 
但
し
b1
が
正
な
ら
ば
ぎ
は
負
で
あ
る
。
(
7
)
 
r111a1(s1|b1) 
r211a2(s21b2) 
こ
れ
を
③
に
代
入
し
て
、
I
2
1
1
(
S
2
+
m
2
)
Y
2
+
m
2
、
I
2
1
•
X
1
1
s
2
Y
2
+
M
2
-
X
2
(
6
)
 
②
よ
り
(5) 
_
 X
1
-
M
1
1
1
'
X
1
—
m
_
X
i
ー
き
、
I
1
Y
1
 
Y
1
'
 
b
1
1
 
Y
2
|
M
2
 
X
2ー
m
2
Y
2ー
m
2、I2
|
1
1
.
 
Y
2
 
Y
2
 
b
2
 
I1"ー
(
S
1
+
m
1
)
Y
1
+
m
1
、
I
1ー
X
1
1
1
s
1
Y
1
+
l
[
1
-
X
1
五
九
r1
と
r2
は
共
に
不
変
的
な
率
で
成
長
: 
はま
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F
A
G
n
と
い
う
資
本
不
足
型
経
済
で
は
、
海
外
へ
の
移
民
、
産
児
制
限
、
が
後
進
国
で
あ
れ
ば
お
互
に
都
合
良
い
。
又、
国
際
均
衡
と
国
内
均
衡
箋
即
ち
投
資
財
・
プ
ラ
ン
ト
輸
入
を
m、
即
ち
投
資
財
輸
入
性
向
を
低
め
、
外
国
の
そ
れ
を
高
（
二
）
、
初
期
に
貿
易
が
均
衡
し
て
い
る
場
合
は
両
国
の
r1
と
r2
は
そ
れ
ぞ
れ
a
1
s
1
と
a
2
S
2
に
依
存
し
、
初
期
に
貿
易
差
額
が
あ
さ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
長
期
的
完
全
雇
用
を
維
持
せ
ん
と
す
る
場
合
、
完
全
利
用
成
長
率
r
と
完
全
麗
用
成
長
率
G
n
・
を
一
致
せ
し
め
③
 
る
政
策
が
要
請
さ
れ
る
。
ヽ
>G,.
と
い
う
資
本
過
剰
型
経
済
に
あ
っ
て
は
、
人
口
増
加
、
海
外
よ
り
の
移
民
、
労
働
時
間
の
延
長
、
労
働
節
約
型
技
術
進
歩
に
よ
っ
て
G
`
~
1
1
A
+
B
の
増
加
に
働
き
か
け
る
か
、
或
は
、
過
剰
貯
蓄
を
吸
収
す
る
方
策
を
見
出
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
°
m
式
よ
り
、
貿
易
差
額
率
を
増
加
さ
せ
て
や
る
、
即
ち
、
動
態
的
国
際
均
衡
は
、
貿
易
差
額
と
海
外
投
資
が
見
合
う
べ
き
も
の
で
、
貿
易
出
超
を
高
め
る
こ
と
は
、
海
外
へ
の
投
資
を
増
す
こ
と
で
あ
る
。
為
替
相
場
切
下
げ
方
法
に
よ
っ
て
こ
れ
を
も
た
ら
す
こ
と
は
、
善
隣
性
の
見
地
よ
り
注
意
を
要
す
る
。
b
を
高
め
、
そ
の
結
果
流
動
性
を
増
し
利
子
率
を
低
下
さ
せ
れ
ば
迂
回
生
産
を
可
能
に
し
て
、
資
本
集
約
を
促
し
、
過
剰
貯
蓄
を
吸
収
す
る
効
果
を
も
つ
で
あ
ろ
う
。
④
⑦
式
よ
り
、
産
出
係
数
a
を
低
め
る
こ
と
は
資
本
の
能
率
を
低
下
さ
せ
る
の
で
望
ま
し
く
な
い
。
s
を
低
め
る
こ
と
は
消
費
を
高
め
る
こ
と
で
あ
る
。
め
る
、
換
言
す
れ
ば
、
投
資
財
は
国
産
で
ま
か
な
い
、
輸
出
産
業
構
造
を
機
械
・
設
備
（
プ
ラ
ソ
ト
輸
出
）
へ
向
け
る
。
こ
れ
は
相
手
抵
抗
に
よ
っ
て
G
勺
1
1
A
+
B
の
低
下
を
は
か
る
か
、
r
を
高
め
る
政
策
と
し
て
、
m式
よ
り
、
入
超
率
を
高
め
る
。
そ
の
場
合
、
国
際
収
支
均
衡
の
維
持
の
た
め
に
、
外
国
か
ら
の
援
助
、
外
資
導
入
が
不
可
欠
で
あ
る
。
④
m式
よ
り
、
a
2
を
高
め
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
資
本
の
能
率
を
促
進
す
る
技
術
の
促
進
、
あ
る
い
は
海
外
よ
り
の
技
術
援
助
を
要
す
る
。
れ
ば
、
そ
れ
ら
と
、
生
産
能
力
の
相
対
的
大
き
さ
に
依
存
す
る
。
（
木
村
）
労
働
時
間
の
短
縮
、
労
働
節
約
型
技
術
採
用
に
対
す
る
六
〇
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F
•
H
a
r
r
o
d
"
T
o
w
a
r
d
s
a
 D
y
n
a
m
i
c
 E
c
o
n
o
m
i
c
"
 
「
経
済
成
長
、
発
展
と
産
業
構
造
」
八
四
頁
参
照
。
又、
G円
1
1
A
+
B
の
導
出
は
、
N
D
を
労
働
需
要
量
、
N
S
を
労
働
供
給
量
、
Y
を
産
出
高
と
す
れ
ば
、
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
d
ー
|
A
1
A
,
ー
1
1
|
e
A
t
(
0
)
 
dt 
v
'
v
 
v
v
0
 
N
D
1
1
0
Y
.
I
I
I
 
:. 
N
D
1
1茎
o
e
-
A
t
y
•
N
S
=
N
o
S
e
B
t
t
時
点
に
於
け
る
完
全
雇
用
条
件
は
N
D
=
N
S
で
あ
る
か
ら
、
Y
1
1
中
門
e(A+B)-
d
Y
 1
 
.
.
.
_
．
ー
1
1
G
n
1
1
A
+
B
d
t
Y
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坤
R
禍
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国
I底
t
均
釦
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と
点9文
率
＇
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六
甲
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論
集
一
拳
ニ
―
一
号
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③
森
嶋
通
夫
「
成
長
経
済
に
お
け
る
完
全
薦
用
政
策
」
経
済
成
長
の
研
究
五
七
ー
六
二
頁
。
る。 高
め
る
こ
と
も
又
必
要
で
あ
る
、
但
し
貯
蓄
性
向
S
の
向
上
は
、
生
活
水
準
の
低
下
を
招
来
す
る
の
で
望
ま
し
く
な
い
こ
と
勿
論
で
あ
国
際
均
衡
と
国
内
均
衡
（
木
村
）
_,_ .、
Lecture T
h
r
e
e
に
於
け
る
G
、
G
9
G霜
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
安
田
信
一
当
初
N
o
0
=
N
o
5
を
仮
定
し
て
、
